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(57)【要約】
【課題】エッジライト方式で導光板の側方に光源を配置
したときに、導光板における青色波長の減衰により発生
する画面の色ユニフォミティの悪化を改善し、品位のよ
い映像表示を行うことができるようにする。
【解決手段】液晶表示装置１０は、導光板１３と、導光
板１３の側方から光を入射させる光源１１と、導光板１
３から出射した光源１１からの光を変調して画像表示を
行う液晶パネル１６と、を有する。そして光源１１と導
光板１３との間の光路上に、所定の波長範囲の光をカッ
トするフィルタ手段１８を備える。フィルタ手段１８が
カットする所定の波長範囲は、光源１１から出射した光
が導光板１３を通るときに減衰する光の波長範囲に対応
させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導光板と、該導光板の側方から前記導光板に光を入射させる光源と、前記導光板から出
射した前記光源からの光を変調して画像表示を行う液晶パネルと、を有する液晶表示装置
において、
　前記光源と前記導光板との間の光路上に、所定の波長範囲の光をカットするフィルタ手
段を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記所定の波長範囲は、前記光源から出射した光が前記導光板を通るときに減衰する光
の波長範囲に対応することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記導光板における光の減衰量は、前記光源からの距離が大きくなるに従って大きくな
り、前記光源から出射した光が前記導光板を通るときに減衰する光の波長範囲は、前記導
光板の大きさが大きくなるに従って広い波長範囲となることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１に記載の液晶表示装置において、
　前記光源は、前記導光板の一辺の端縁の側方に設けられていることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１に記載の液晶表示装置において、
　前記光源は、白色を発光する白色ＬＥＤが複数配列して構成されていることを特徴とす
る液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、より詳細には、導光板の側方から光源の光を入射させ
るエッジライト方式の光源を備えた液晶表示装置における画面上の色ユニフォミティの改
良技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルを照明して画像表示を行わせるための光源としてバックライトが用いられる
。
　バックライトのシステム構成としては、光源を導光板のエッジ部に設けるエッジライト
方式のバックライトと、光源を表示画面の直下に設ける直下型のバックライト方式のもの
とがある。
【０００３】
　エッジライト方式のバックライトは、液晶パネルの直下に光源を配置しないため、直下
型のものに比べて液晶表示装置の厚さを薄くすることができ、薄型化を促進する点で有利
である。また、液晶パネルの上下両側、あるいは左右両側に光源を配置した所謂２辺エッ
ジ方式のバックライトだけでなく、液晶パネルの上下、あるいは左右のいずれか１方側に
光源を配置した所謂１辺エッジ方式のバックライトも多く用いられている。
【０００４】
　図５は、エッジライト方式のバックライトを備えた従来の液晶表示装置の構成例を示す
図で、液晶パネルの１方側のみに光源を配置した液晶表示装置の組み立て構成を模式的に
示すものである。
　液晶表示装置１０は、バックライトシールド１２と、導光板１３と、拡散シート１４と
、マイクロレンズシート１５と、液晶パネル１６とを有し、これらが順に積層され、さら
に液晶パネルを囲むようにベゼル１７が取り付けられる。バックライトシールド１２の底
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面内側には反射シート１９が設けられ、バックライトシールド１２の片辺側には、線状に
設けられた光源１１が備えられる。
【０００５】
　光源１１は、例えば複数のＬＥＤ（Light Emitting Diode）を線状に並べたものにより
構成され、ＬＥＤの発光部が導光板１３の側端面と対向するように配置される。ＬＥＤは
、一般に色純度が高く、調高安定性や高速応答性に優れている等からバックライト光源と
して多く用いられている。また、ＬＥＤとしては、１つのＬＥＤで白色を発光する白色Ｌ
ＥＤや、ＲＧＢの個々の単色光を発光するＬＥＤが用いられる。ＲＧＢの単色発光のＬＥ
Ｄを用いることで広い色域性能が得られる。また、白色ＬＥＤは低コストで、必要とする
ＬＥＤの個数の関係からトータルの消費電力を抑えることができる等の利点がある。
【０００６】
　各ＬＥＤから出射した光は、導光板１３の入射面である側端面から導光板１３の内部に
入光し、導光板１３の内部で拡散しながら導光され、上側（液晶パネル１６側）の出射面
から出射させる。導光板１３には、アクリル樹脂やポリカーボネート樹脂、シクロオレフ
ィン系樹脂（ＣＯＰ）などが用いられる。
　導光板１３の下側には、反射シート１９が設置され、導光板１３の下側の面から漏れ出
た光を反射させて上方に戻し、光の利用効率を高める。
【０００７】
　導光板１３の上方には、拡散シート１４及びマイクロレンズシート１５の光学シートが
配置される。拡散シート１４は、導光板１３から出射した光を均一に拡散させて、その放
射照度分布の均一化を図るものである。拡散シート１４には、例えば、ＰＥＴ（polyethy
lene terephthalate）フィルムの表面を粗面化したものや、ＰＥＴフィルムの表面にアク
リルビーズを付着させたもの等が用いられる。
　マイクロレンズシート１５は、液晶パネル１６に対してできるだけ垂直な光を入射させ
、液晶パネル１６の正面輝度を向上させるために用いられる。この他、光学シートとして
、マイクロレンズシートと同様に光を集光して液晶パネル１６に向けて照射するプリズム
シートや、特定の偏光成分を透過させてそれ以外の偏光成分を反射させる偏光性反射シー
トなどが用いられるものもある。
【０００８】
　バックライトを使用して液晶パネルを照明する液晶表示装置では、光源の発光特性に起
因する色むらや演色性の悪化を低減させる必要がある。
　例えば特許文献１には、複数の点状光源を一方向に配置した点状光源ユニットにおいて
、点状光源の配置に起因する表示画面の色ムラを低減することができるエッジライト型の
バックライト装置が開示されている。このバックライト装置は、ＲＧＢの単色光を発光す
るＬＥＤによる点状光源による点状光源ユニットと、点状光源からの単色光を受光して導
光する第１導光板と、第１導光板の出射端面から出射される光を反射する反射体と、反射
体によって反射された光を受光して導光する第２導光板と、第２導光板の出射面から出射
された光を受光し、拡散して出射する拡散板とを備えている。
【０００９】
　ここでは、点状光源の一端側に点状光源による単色光の透過を抑制する第１光フィルタ
と、点状光源の他端側に点状光源による単色光の透過を抑制する第２光フィルタとが、第
１導光板、第２導光板または拡散板に選択的に形成されている。これにより、点状光源の
配置（並び方）に起因する色ムラの原因となっている色の透過を減少させ、それによって
色ムラを軽減することで、表示画面における色ムラを効果的に低減することができるとさ
れている。
【００１０】
　また、特許文献２には、蛍光体使用の白色ＬＥＤを使用したバックライトであって、発
光効率を損なわずにカラー液晶の演色性を高めるための液晶用バックライトが開示されて
いる。この液晶用バックライトは、青色発光ＬＥＤと、青色発光ＬＥＤの青色発光により
励起されて緑から赤の波長領域にブロードに発光する蛍光体発光とを組み合わせた白色Ｌ
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ＥＤを光源とし、白色ＬＥＤの発光から黄色光を吸収するフィルムを設けることで白色Ｌ
ＥＤが含む黄色光成分を少なくし、カラー液晶の色再現性を向上できる光を出力するよう
にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特許０４５７７２２９号公報
【特許文献２】特開２００７－２５２８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　光源として白色ＬＥＤを使用し、導光板の１方の端縁側にのみ白色ＬＥＤを線状に並べ
て配置したエッジライト方式のバックライトを備える液晶表示装置では、導光板の１方の
端縁面から入射した光が、導光板を通過するときに減衰する。減衰する光の波長範囲は、
導光板の材質にも関係するが、例えば約４００～４３０ｎｍの極短波長の青色の光の波長
範囲である。
【００１３】
　そして、青色の波長範囲の光が導光板の内部を進行するときに、導光板を進行する長さ
に応じて変化し、長さが長いほどその減衰率が増大する。つまり、導光板においてＬＥＤ
に近い側と遠い側とで青色の波長範囲の光の減衰率が変化し、導光板の出射面における分
光特性が面内で不均一になって、液晶パネルの表示面の色の均一性（色ユニフォミティ）
が悪化するという課題がある。この場合、導光板の材質により減衰率自体は変化するが、
導光板の長さに応じて減衰率が変化する現象はどのような材質であっても同様に生じる。
【００１４】
　実測値の一例では、液晶表示装置で白色を表示させたときに、画面表示された白色の色
度図上のｘ，ｙ値がそれぞれ画面内で２０／１０００程度ずれる場合もある。この場合、
光源から遠い側では、ｘ、ｙのそれぞれが増大して白色の色温度が低下する方向にずれる
ため、導光板において青色波長範囲の光が減衰していることがわかる。
　近年では、液晶パネルモジュールの大型化が進み、光の減衰率の違いによるユニフォミ
ティの悪化がより顕著に表れる結果となっている。
【００１５】
　特許文献１には、スクリーン上の色むらを低減するバックライトが開示され、特許文献
２には、画面上の色域が広くなるバックライトを開示するものであるが、いずれの場合に
も、エッジライト方式のバックライトを備えた構成で、導光板の大きさに応じて青色波長
の減衰率が変化することによる画面の色ユニフォミティの悪化を課題とするものではない
。
【００１６】
　本発明は、上述のごとき実情に鑑みてなされたもので、エッジライト方式で導光板の側
方に光源を配置したときに、導光板における青色波長の減衰により発生する画面の色ユニ
フォミティの悪化を改善し、品位のよい映像表示を行うことができるようにした液晶表示
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、導光板と、該導光板の側方か
ら前記導光板に光を入射させる光源と、前記導光板から出射した前記光源からの光を変調
して画像表示を行う液晶パネルと、を有する液晶表示装置において、前記光源と前記導光
板との間の光路上に、所定の波長範囲の光をカットするフィルタ手段を備えることを特徴
としたものである。
【００１８】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記所定の波長範囲は、前記光源から出
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射した光が前記導光板を通るときに減衰する光の波長範囲に対応することを特徴としたも
のである。
【００１９】
　第３の技術手段は、第２の技術手段において、前記導光板における光の減衰量は、前記
光源からの距離が大きくなるに従って大きくなり、前記光源から出射した光が前記導光板
を通るときに減衰する光の波長範囲は、前記導光板の大きさが大きくなるに従って広い波
長範囲となることを特徴としたものである。
【００２０】
　第４の技術手段は、第１～３のいずれか１の技術手段において、前記光源は、前記導光
板の一辺の端縁の側方に設けられていることを特徴としたものである。
【００２１】
　第５の技術手段は、第１～４のいずれか１の技術手段において、前記光源は、白色を発
光する白色ＬＥＤが複数配列して構成されていることを特徴としたものである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、エッジライト方式で導光板の側方に光源を配置したときに、導光板に
おける青色波長の減衰により発生する画面の色ユニフォミティの悪化を改善し、品位のよ
い映像表示を行うことができるようにした液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の要部構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明によるエッジライト方式のバックライトを備えた液晶表示装置の構成例を
示す図である。
【図３】フィルタ手段の配置構成を説明する図で、図２の構成の液晶表示装置の構成を側
面側から見た図である。
【図４】液晶表示装置の白色ＬＥＤから発光される光の分光特性の一例を示す図である。
【図５】エッジライト方式のバックライトを備えた従来の液晶表示装置の構成例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、本発明に係る液晶表示装置の要部構成例を示すブロック図である。
　映像信号入力Ｉ／Ｆ１０１は、チューナで受信され復調された映像信号や外部装置から
入力された映像信号を入力するインタフェースで、入力された映像信号を映像信号処理部
１０２に出力する。映像信号処理部１０２は、入力された映像信号に対して各種映像処理
を施して、表示制御部１０３に出力する。また、映像信号処理部１０２は、表示制御部１
０３及び光源制御部１０８に対して、それぞれ液晶パネル１０４及び光源１０９を駆動制
御するためのタイミングコントロール信号を生成して出力する。
【００２５】
　表示制御部１０３は、映像信号処理部１０２から出力された映像信号に基づき液晶パネ
ル１０４の走査電極及びデータ電極を駆動して、液晶パネル１０４に映像表示を行わせる
。
　液晶パネル１０４は、走査電極及びデータ電極に印加される駆動信号に従って液晶層を
駆動することで、映像信号に応じた表示を行う。
【００２６】
　光源制御部１０８は、制御部１０７の制御に従って、光源１０９の発光制御を行う。ま
た、光源制御部１０８は、映像信号処理部１０２から出力されたＡＰＬ（平均輝度レベル
）などの映像特徴量に応じて、光源１０９の発光輝度を動的に制御するものであってもよ
い。
　光源１０９は、液晶パネル１０４を照明し、液晶パネル１０４によって変調された光に
よって画像を表示させる。光源１０９は複数の白色ＬＥＤからなり、液晶パネル１０４の
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背面側に設置された導光板の矩形の側方に、白色ＬＥＤを直線状に配列させて構成されて
いる。これにより、１辺エッジ方式のバックライトが構成される。
【００２７】
　操作部１０５は、液晶表示装置１０に対する操作入力を受け付ける各種キーやボタン、
タッチパネルなどから構成され、操作信号を制御部１０７に出力する。リモコン受信部１
０６は、特定のリモコンから送信されたリモコン信号を受信し、制御部１０７に出力する
。
　制御部１０７は、装置各部を制御するもので、各部の制御処理を行うプロセッサ、及び
各種データやプログラムを保持するメモリ等を備える。
【００２８】
　図２は、本発明によるエッジライト方式のバックライトを備えた液晶表示装置の構成例
を示す図で、液晶パネルの１方側のみに光源を配置した液晶表示装置の斜視組み立て構成
を模式的に示すものである。
　液晶表示装置１０は、バックライトシールド１２と、導光板１３と、拡散シート１４と
、マイクロレンズシート１５と、液晶パネル１６とを有し、これらが順に積層され、さら
に液晶パネルを囲むようにベゼル１７が取り付けられる。バックライトシールド１２の底
面内側には、反射シート１９が設けられ、バックライトシールド１２の片側には、線状に
設けられた光源１１が備えられる。
【００２９】
　光源１１は、例えば複数のＬＥＤ（Light Emitting Diode）を線状に並べたものにより
構成され、ＬＥＤの発光部が導光板１３の側端面と対向するように配置される。本発明に
係る液晶表示装置１０の実施形態では、ＬＥＤとしては、１つのＬＥＤで白色を発光する
白色ＬＥＤが用いられる。
【００３０】
　複数のＬＥＤから出射した光は、導光板１３の入射面である側端面から導光板１３の内
部に入光し、導光板１３内で拡散しながら導光され、上側（液晶パネル１６側）の出射面
から出射させる。導光板１３には、アクリル樹脂やポリカーボネート樹脂、シクロオレフ
ィン系樹脂（ＣＯＰ）などを用いることができる。
　導光板１３の下側には、反射シート１９が設置され、導光板１３の下側の面から漏れ出
た光を反射させて上方に戻し、光の利用効率を高める。
【００３１】
　導光板１３の上方には、拡散シート１４及びマイクロレンズシート１５の光学シートが
配置される。拡散シート１４は、導光板１３から出射した光を均一に拡散させて、その放
射照度分布の均一化を図るものである。拡散シート１４には、例えば、ＰＥＴ（polyethy
lene terephthalate）フィルムの表面を粗面化したものや、ＰＥＴフィルムの表面にアク
リルビーズを付着させたもの等が用いられる。
　マイクロレンズシート１５は、液晶パネル１６に対してできるだけ垂直な光を入射させ
、液晶パネル１６の正面輝度を向上させるために用いられる。この他、光学シートとして
、マイクロレンズシートと同様に光を集光して液晶パネル１６に向けて照射するプリズム
シートや、特定の偏光成分を透過させてそれ以外の偏光成分を反射させる偏光性反射シー
トなどを用いてもよい。
【００３２】
　本発明に係る実施形態では、白色ＬＥＤにより発光された光の青色波長範囲が導光板１
３内で減衰し、液晶パネル１６における色ユニフォミティを阻害する課題を解決するため
に、光源１１と導光板１３との間に青色の特定波長範囲をカットするフィルタ手段１８を
設ける。
【００３３】
　図３は、フィルタ手段の配置構成を説明する図で、図２の構成の液晶表示装置の構成を
側面側から見た図である。図３において、図２と同じ要素には図２と同じ符号が付してあ
る。
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　上記のように本発明に係る実施形態では、光源１１と導光板１３との間にフィルタ手段
１８を設ける。光源１１の白色ＬＥＤから出射した光は、フィルタ手段１８による作用を
受けて、フィルタ手段１８のフィルタ特性に応じた青色の波長範囲の光がカットされ、導
光板１３の側端面から導光板１３に入射する。そして導光板１３内で拡散しながら、導光
板１３の上面の出射面から出射する。出射した光は、拡散シート１４でさらに拡散作用を
受けて均一化された後、マイクロレンズシート１５で光路が調整され、液晶パネル１６の
背面に照射される。
【００３４】
　フィルタ手段１８としては、フィルム状またはシート状のフィルタを導光板１３の側端
面に貼付して構成することができる。あるいはフィルタ特性を持った塗料を導光板１３の
側端面に塗布することで、フィルタ手段１８を構成してもよい。
【００３５】
　上記のフィルタ手段１８は、光源１１の白色ＬＥＤから出射した光のうち、青色の所定
の波長範囲の光をカットする。カットする波長範囲は、導光板１３を通過するときに減衰
する光の波長範囲に対応させるものとする。
　これにより、所定の波長範囲がカットされた光が導光板１３に入射するが、導光板１３
に入射する段階で、導光板１３にて減衰する波長範囲の光がカットされているため、導光
板１３内で新たな減衰が生じることがなく、従って、導光板１３から出射する光の分光特
性は、導光板１３の出射面内で均一性が保たれ、液晶パネル１６の画面における色ユニフ
ォミティを保つことができるようになる。
【００３６】
　図４は、液晶表示装置の白色ＬＥＤから発光される光の分光特性の一例を示す図である
。
　白色ＬＥＤから発光される光は、例えば図４に示すような分光特性を持っている。この
ような分光特性を持つ光が導光板１３に入射すると、導光板の材質にも関係するが、例え
ば約４００～４３０ｎｍの極短波長の青色の光が減衰する。上記のようにその減衰率は、
導光板１３の大きさによって変化し、白色ＬＥＤから遠い側では青色光の減衰率が高くな
って、その結果導光板１３の出射面の色度が白色ＬＥＤからの距離に応じて変化する。導
光板１３の材質が異なっていても、出射面の色度が白色ＬＥＤからの距離に応じて変化す
る現象は同様に見られる。そしてこれにより、液晶パネル１６の画面内における色ユニフ
ォミティが悪化する。フィルタ手段１８は、分光特性における例えば４００～４３０ｎｍ
の光をカットするように設定される。
【００３７】
　このとき、光源１１の白色ＬＥＤから出射した光の減衰量は、導光板１３の大きさに応
じて変化し、導光板１３の大きさが大きくなるに従って、減衰量は大きくなる。この場合
、減衰する波長範囲は、白色ＬＥＤの分光特性の最も短波長領域の波長範囲（青の領域）
となる。そして、白色ＬＥＤの分光特性と発光量が一定であれば、導光板１３の大きさが
大きくなって光の減衰量が大きくなると、減衰する光の領域（青の領域）範囲も広くなっ
ていく。この場合、一例として、導光板１３の大きさが特定の大きさのときに、導光板１
３内で減衰する光の波長範囲が４００～４１０ｎｍであったとすると、導光板１３がさら
に大きくなったときに、減衰する光の波長範囲は、例えば４００～４３０ｎｍとなり、あ
るいは更に大きくなれば、例えば４００～４５０ｎｍの波長範囲の光が減衰することにな
る。
【００３８】
　このように、導光板１３内における光の減衰率は、導光板１３の大きさによって変動す
る。導光板１３において白色ＬＥＤからの距離が大きくなっていき、全体の減衰率が大き
くなるとき、発光量の減衰量が大きくなるため、減衰する光の波長範囲も広くなる。
　従って、フィルタ手段１８に設定する光をカットする波長範囲は、導光板１３の大きさ
に応じて変化させることで、導光板１３の大きさに応じたカット波長範囲を設定する。こ
れにより、液晶パネル１６の画面サイズに応じて変化する導光板サイズに応じて、フィル
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光を予めカットすることができ、液晶パネル１６における色ユニフォミティを維持するこ
とができる。
【００３９】
　上記の構成例では、所謂１辺エッジ方式のエッジライト方式におけるフィルタ手段１８
の適用例を示したが、本発明に係る構成は、所謂２辺エッジ方式のように、導光板の上下
もしくは左右の両側にバックライトを備えたエッジライト方式のものであっても適用でき
る。
　例えば、導光板の両側にエッジライト方式の光源を備えた構成において、光源の近傍と
、光源から離れた画面中央部とにおいて、色ユニフォミティが低下する場合、各光源と導
光板との間に上記のようなフィルタ手段１８を配置することで、上記と同様の作用によっ
て画面上の色ユニフォミティを改善させることができる。
【００４０】
　例えば、２辺エッジライト方式であっても、大画面の液晶表示装置を構成する場合、導
光板の中央部では、光源からの距離が長くなって青色波長範囲の減衰が目立ち、その結果
、画面の色ユニフォミティが悪化する場合も考えられる。このような場合には、それぞれ
の光源と導光板との間の光路上に、青色の所定の波長範囲の光をカットするフィルタ手段
を設ける。これにより、各光源から出射した光が導光板に入射する前に、所定の波長範囲
の光がカットされるため、導光板内の光源からの距離に応じてこれらの波長範囲の光の減
衰が生じることがなく、その結果、画面上の色ユニフォミティを改善させることができる
。
【００４１】
　また、この場合にも、フィルタ手段によりカットされる波長範囲は、導光板の大きさに
応じて変化させる。導光板の大きさに応じて、光の減衰量が変化し、これにより減衰する
光の波長範囲が変化するからである。
【００４２】
　また、上記の構成例では、白色ＬＥＤを使用した光源の構成に対するフィルタ手段の適
用例を示したが、ＲＧＢの単色ＬＥＤを用いた光源であってもフィルタ手段を適用するこ
とができる。例えば、ＲＧＢの単色ＬＥＤを導光板の側方に複数配置してエッジライト方
式のバックライトを構成した場合、青色ＬＥＤから発光される青色波長域の光が導光板で
減衰し、画面内の色ユニフォミティが悪化する場合がある。このような場合に、光源と導
光板との間に青色の所定の波長範囲をカットするフィルタ手段を設けることで、導光板内
における光の減衰を生じさせることなく、画面の色ユニフォミティを改善させることがで
きる。この場合、１辺エッジ方式のエッジライトのみならず、２辺エッジ方式のエッジラ
イトに対してもフィルタ手段を適用することで、色ユニフォミティの改善を図ることがで
きる。また、ＲＧＢのＬＥＤだけでなく、白色光を発するＣＣＦＬのような光源であって
も、フィルタ手段によって、青色の波長範囲の減衰による色ユニフォミティの悪化を抑え
ることができる。
【符号の説明】
【００４３】
１０…液晶表示装置、１１…光源、１２…バックライトシールド、１３…導光板、１４…
拡散シート、１５…マイクロレンズシート、１６…液晶パネル、１７…ベゼル、１８…フ
ィルタ手段、１９…反射シート、１０１…映像信号入力Ｉ／Ｆ、１０２…映像信号処理部
、１０３…表示制御部、１０４…液晶パネル、１０５…操作部、１０６…リモコン受信部
、１０７…制御部、１０８…光源制御部、１０９…光源。
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